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＜連絡事項＞

・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・高田　マキ様～ご家族に連絡し外出承諾の為、3/2　19：00～15：00迄の外出を主治医へ
申請しています。
・小山田　順様～13：00～介護認定調査を実施しています。
・大澤　朋広様～父様より、飲み物、歯磨き粉、靴下、タオル、リハビリパンツの差し入れあります。
＜要注目患者様＞
・高橋　義明様～今日の深夜帯洗面所で書き物しているが、周囲に誰もいないのに「やめろよ」と怒鳴っている状況が見られていました。再入眠なく不眠で経過しています。また、指導しているスタッフにも言い訳や怒鳴る状態見られていました。日中は、作業に参加するも、些細な音に敏感になりスタッフと他患者様との会話を聞き叫んでいました。指導前に自ら病棟に戻りたいと希望され戻られています。その後は、トイレ使用時、スタッフへ
4階使いたいですと話され排泄後は戻っています。唸り声、独語聞かれず
自室や和室コーナーで過ごしています。午後の入浴は拒否なく施行しています。精神症状の変化が目立っている為、他者とのトラブルに至らない様関わっていきます。

・井上　和美様～リハプロに参加するが、運動中陰部と肛門を押えながら歩く様子見られています。声掛けに「歩いていると便が出てしまいそうで怖いんだよ」と訴え聞かれています。また最近、肛門括約筋が緩くなっていると訴えされています。内服薬に関した不満は聞かれず部屋で過ごしています。
・小笠原　文人様～3：20廊下で俯き独語聞かれ声掛けに返答しているが呂律不良さあり聞きとりにくく早朝もあり寝ている人がいる為静かにしてほしいこと伝えると「はい、はい。分かりました。」と返答するも部屋に戻る際も独語が続いています。作業に行く準備をしているが、タオルケットを持っている為何に使用するのか尋ねると「座布団です。」と答えている。何故座布団にするのかには「濡れているからです。」とずぼんを指差しする為、塗れているので着替えを促し自室へ誘導し更衣している。声高で返事をし更衣しているが衣類の管理が不十分で私物が乱雑となっています。話しかけあるが呂律不良は続いており聞き返す事あります。
奇異行動なく余暇はゲームをして静かに過ごしています。引き続き他者とのトラブルに至らない様に言動に注目して行きます。

・久保　興介様～他者を待ち伏せしたり付きまとう、加湿器に向かって話しかける等の行動見られています。スタッフへも話し掛けあるが内容は滅裂で、一方的に話しかけて立ち去る事を繰り返す。他者へ話し掛け、嫌悪感を示されても相手に執拗に近づく行動見られる。 他者からも怖いとの苦情聞かれており、本人へ行動の振り返りを試みる。 スタッフから話し掛けようとしても逃げる事があり、対話困難。昼食後から、気分についての振り返りをする事で食事を食べたからいいですと言いホールで音楽を聴いて過ごしています。引き続き、他者に対する言動を観察していきます。
・沼端　恵子様～9時怒りながら独語して歩き、詰所カウンターにある他者の私物を投げつける事あり理由の問いに「知らないよ。沼端恵子は何もやってないよ」と訴えその後も怒りながら独語あり。朝食摂取後から易怒性みられ、介入にも落ち着かない事から9時10分リスペリドン（1ml）1P服用しています。以後は放歌は聞かれるが易怒性なく過ごせています。
＜田名部Dr診察＞
・金　留示子様～夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面でも夜間頻尿などの症状はないようで日中は作業療法に参加して手芸・工作など行い精神症状面でも抑うつはなく、内縁夫のこともさほどの心配はないようです。
・工藤　みず紀様～診察で痰がらみは変わりないと答え眩暈はないですと話されている為、

本日の夕からカルボシスティン錠（250）3Ｔを止めにし１９ツムラ小青竜湯エキス顆粒（医療用）　３ｇ／包（ヒート） 3 包4日分処方となっています。
・高田　マキ様～本日母様から髪染め目的で外出3/21　9：00～15:00までを希望されている事伝えています。診察時、妹様に関連して妄想発言が混合されて話されています。外出の許可が出た事で妄想発言は続くが、怒る様子なく終えています。
・畑中　成夫様～臀部のかさぶたを除去した後処置しているが治りが悪い事話されています。長時間座る事を控えるよう言われ今、実行しています。また、内服薬減薬希望されているが内服薬調整中を説明に納得されています。
・久保　興介様～診察前、今日の朝食後、特定の男性患者様を待ち伏せし話し掛けしたり、加湿器に向かって話している為、理由を問うが答えず走り去っています。昼食後に気分についての振り返り後、奇異行動なく静かに過ごしていた事を申し送りしています。本人からは、調子は幻聴少ないし、イライラ気分はないとの事。また、独り言については「おばあちゃん子で先祖的なアドバイスしていた」と答えている。本日の夕からロドピン（25）1Ｔからロドピン（25）2Ｔと変更になり4日分処方となっています。
・高橋　義明様～作業に行くが、スタッフの話し掛けや、些細な音に敏感となり

叫ぶ様子見られ自身から病棟に戻りたいと言い、帰棟後空き缶集める事あるが、指導には納得され戻しています。廊下をニヤついて歩行しスタッフへ4階のトイレに行ってきますと話している事を報告しています。
午後の入浴も拒否なく入られていました。診察の声かけで「いかない」と言い拒否している事を伝えています。内服薬は変更なく同内容で7日分処方になっています。

・高橋　伸治様～夜間眠れ、幻聴はない事伝え作業のロジック31行いった事話され診察終了しています。
・尾崎　マリ子様～本日診察するが本人より眠れないから薬を変えてほしいと希望が聞かれる為、明日から就床前薬はエスタゾラム（2）1Ｔ→エスたゾラム（2）2Ｔに増薬しニトラゼパム（5）1Ｔはｏｆｆとなりセンノシド12ｍｇ2Ｔ、フルニトラゼパム（2）1Ｔで他は同内容で7日分処方となっています。自宅退院を希望することが多くなっている。家族の意向としてはこれまでと変わることはないと思われるが、今後同伴で外出する機会などはもっていただく
・杉澤　恵子様～昨日、わくわくの杜に見学し以前いた患者様とハグしてきた事を報告しています本人より施設見学出来て良かったです。施設は気にいりましたとはなされ3/17施設のスタッフが訪問調査に来るんですと終始笑顔で話され診察終了しています。
・成田　早希様～本人より、妹様オンラインの面会を15～19日までに行い同席は松村ＳＧ
　　　Ｍが良いと希望されている。また、ＳＳＴの事ですが、デイケアと病の
やり方違うので参加するが発表はしたくないと話されている。また、北病棟に来てからなんか胃が痛くなる時があると訴えある為ＩＦオーダーで対応し胃痛時レバミピド（100）1Ｔ服薬する事で7回分処方となっています。
・大澤　朋広様～退院日は3/16　13時になりましたと報告しています。主治医より退院日が決まった事を伝えられ、飲酒はしない様、また水分量を検討しないむくみがあるからと伝えらえると同室者が寒がりで暖房つける為、口渇になり飲んでいると話されています。また、早くから咳や独語があり夜間眠れなかったと話されています。退院するから病棟内の事は気にしなくてよい事伝えられ納得されています。
・中村　寿昭様～主治医と診察し右大腿が冷えがあり困ると訴えあり、本日の夕から１ツムラ葛根湯エキス顆粒（医療用）２．５ｇ／包（ヒート） 3 包 本日の夕から食前薬で4日分処方。身体全体痛い事でフェルビナクスチック軟膏３％「三笠」　40ｇ 1 本、点眼薬ヒアルロン酸Ｎａ点眼液０．１％「日新」　５mL／本 1 瓶処方となる。また、来週16日の15時以降に父様と今後の事について面談したい事をスタッフ側から連絡するよう言われたています。
・飯豊　信雄様～今日、洗面所の鏡に向かい独語を話していたと情報があった事を伝えています。診察時、本人に聴こえてくる事はどうかに気にならない、テレパシーもないと話されています。内服薬変更なし。
・土川　貴広様～夜間の睡眠はとれていて食事摂取もでき身体面では、腹部の骨の事について痛いことがあることを話しているが、目立った不調もないと思われる。精神症状面では、やはり精神病陽性症状もなく、疎通も穏やかにとれる。本人としては、今後の方針に関しては之まで同様に自宅退院をしたいということで、母親との調整が必要である。
・小山田　順様～本日介護認定調査に来られていた事を報告している。診察の時、本人からも介護認定調査受けました。介護度が高くしてほしいから、元気な感じは見せず、足のふらつきある事を話したとの事で寝汗は続いている事を話していて作業は参加出来ていますと言い診察終了しています。
＜ＳＳＴミーティング＞

短気目標の振り返り

ウオーミングアップ内容は意見を聞き実施

